
マイナンバー制度に関する
詳しい情報は下記まで

問い合わせ

政策推進課　☎６５‐０６７０／ ６３‐４５５４
市民課　☎６２‐４２７２／ ６５‐６３３８

●「
老
い
」や「
老
化
」と
は

　
何
で
し
ょ
う
か
？�

�　
以
前
は
、
年
を
重
ね
る
ほ
ど
心
身
機
能

が
低
下
し
て
い
き
、や
が
て
、死
を
迎
え
る

（
従
来
の
老
化
モ
デ
ル
）
と
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
の
調
査
で
は
、

老
化
は
直
線
的
に

進
む
の
で
は
な
く
、

亡
く
な
る
少
し
前

に
急
激
に
機
能
が

低
下
す
る
（
新
し

い
老
化
モ
デ
ル
）

と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

 

●
老
年
症
候
群
と
は�

�　
老
年
症
候
群
と
は
、
衰
弱
・
関
節
疾
患
・

骨
折
・
転
倒
・
認
知
症
の
よ
う
な
加
齢
と

と
も
に
現
れ
る
心
身
の
不
具
合
を
総
称
し

た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
い
つ
か
ら
そ

の
症
状
が
始
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
始
ま
り

を
見
つ
け
る
の
が
難
し
く
、
ま
た
死
に
至

る
よ
う
な
致
命
的
な
症
状
で
は
な
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

●
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に

�　
老
年
症
候
群
に
早
め
に
気
付
き
、
対
策

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
原
因
に
家
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
に
な
る
と
、
身
体
を
動
か
す

こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
１
年
後
に
活
動
す
る
能
力
が
低

下
す
る
危
険
性
が
2．4
倍
高
ま
り
ま
す
。

●
小
さ
な
運
動
習
慣
の
紹
介

�　
自
宅
で
手
軽
に
で
き
る
運
動
は
、

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
（
ス
ク
ワ
ッ
ト
）」
で
す
。
ま
た
、「
地

域
の
健
康
体
操
教
室
」
や
「
い
き
い
き

１
０
０
歳
体
操
」
な
ど
へ
の
参
加
が
効
果

的
で
す
。
介
護
を
受
け
る
状
態
に
な
る
の

を
予
防
す
る
た
め
「
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
な
ど
を
積
極
的
に
行
う
と
、
３
年
後

の
要
介
護
発
生
率
が
半
分
に
な
る
こ
と
が

判
明
し
て
い
ま
す
。
１
０
０
歳
体
操
な
ど

へ
の
参
加
後
は
、「
運
動
の
効
果
が
あ
っ
た
」

「
体
力
が
低
か
っ
た
人
に
は
特
に
効
果
が

あ
っ
た
」
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
生
付
き
合
っ
て
い
く
自
分
の
身
体
だ

か
ら
こ
そ
、
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
ま

し
ょ
う
。

暮
ら
し
の
中
に
運
動
を

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う

老化のモデル

健
康
度

年齢

死
従来の
老化モデル

新しい老化モデル（終末低下型）

（第１９回口腔保健シンポジウム講演PPTから作図）

問
い
合
わ
せ

水
口
医
療
介
護
セ
ン
タ
ー　
医
療
技
術
部

☎
６
２‐３
３
４
６
／

６
３‐１
７
２
８

長
寿
福
祉
課　
地
域
支
援
係

☎
６
５‐０
６
９
９
／

６
３‐４
０
８
５

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に
は
、
暮
ら
し
の
中
に
運
動
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
予
防
対
策
が
必
要
で
す
。

次
の
①
～
⑤
の
よ
う
な
こ
と
は

�

あ
り
ま
せ
ん
か
？

①�

痛
み
を
理
由
に
家
族
や
友
人
の
誘

い
を
断
っ
て
し
ま
う
。

②�

ふ
ら
つ
く
た
め
、
壁
や
家
具
に
つ
か

ま
っ
て
歩
い
て
し
ま
う
。

③�

物
忘
れ
が
多
く
、
同
じ
会
話
を
何

回
も
し
て
し
ま
う
。

④�

お
茶
や
味
噌
汁
な
ど
で
む
せ
て
し

ま
う
。

⑤�

ト
イ
レ
の
回
数
が
多
い
。
く
し
ゃ
み

で
尿
が
も
れ
て
し
ま
っ
た
。

　原
はら

田
だ

伸
のぶ

郎
ろう

さんのエコチャリティゴルフ「第１３回ノブリンカップ」が
７月７日、土山町ダイヤモンド滋賀カントリークラブで開催され、参
加者並びに主催者の皆さんから１００万円のご寄付をいただきました。
　この大会は「緑と水を守ろう」を合言葉に行われ、琵琶湖の源
流であるこの地を守ることや、地元の青少年の健全な育成を支援
したいとの思いから毎年開催されています。
　ご寄付いただいた浄財は、子どもたちの環境教育のために、大
切に使わせていただきます。

自然環境を守るためゴルフコンペを通しご寄付
始まります マイナンバー

平成２７年１０月からマイナンバーが一人ひとりに通知されます。

　マイナンバーとは、国民一人ひとりが持つ１２桁の番号のことで、本年１０月から住民票
の住所地にマイナンバーが記載された通知カードが送付されます。
　マイナンバーは一生使うものですので大切にしてください。

マイナンバーの使われ方 マイナンバーのメリット

　平成２８年１月以降、年金や医療保険等の社会保障
の手続きや税の申告といった場面で、マイナンバーを
記入する必要があります。

　例えば次のような場面で使われます。

◦�毎年６月の児童手当の現況届の際に、市町村にマイ�
ナンバーを提示します。

◦�厚生年金の請求の際に、年金事務所にマイナンバー
を提示します。

◦�源泉徴収票などに記載するため、勤務先にマイナン
バーを提示します。

１.行政の各機関で、様々な情報の照合や入力などに
要している時間や労力が大幅に削減さ
れます。複数の業務の間での連携が
進み、作業の重複などの無駄が削減
されます。

 �
2.添付書類の削減など、行政手続が簡素化され、皆
さんの負担が軽減されます。また、行政機関が持って
いる自分の情報を確認したり、行政機
関から様々なサービスのお
知らせを受け取ることがで
きるようになります。

�
3.所得や他の行政サービスの受給状況を把握しやす
くなるため、負担を不当に免れることや給付を不正に
受けることを防止するとともに、本
当に困っている人にきめ細か
な支援を行うことができるよ
うになります。

※個人カードの申請方法は９月１５日号で紹介します。

コールセンター（全国共通ナビダイヤル）

【受付時間】
平日9：30～ 17：30（土日祝日・年末年始を除く）
※ナビダイヤルは通話料がかかります。

☎ 0570-20-0
マ イ ナ ン バ ー

178

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

市町村

マイナンバー

年金事務所

勤務先

マイナンバー

マイナンバー
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